
まちの家族のおおきないえ　　- 受け継がれ住み続けられるまちのための住宅 -

N

SITE PLAN S = 1 / 2000                                                                                              1 Family                     After 30year                After 60year

何年も持続していくこと　　単体から周辺を巻き込んだOO世帯へ　

　敷地は、広島県広島市の加古町にあります。周辺には、川などの自然・公園・図
書館等、地域住民が利用する施設が多々あり、この場所に最初の大きな住宅を作り
ます。
　少人数の1家族の集合から地域との関係ができ、パブリックとの間にコミュニティ
ができます。同じ土地に住み、時間をかけて関係性を拡大していくことで、家族も
家も大きくなっていきます。

- DIAGRAM -   地域とできる関係が作る新しい家族像

SITE & 1F PLAN  S = 1 / 150

GL+5000   PLAN S = 1 / 300                                                           GL + 10000 PLAN S = 1 / 300

GL + 15000 PLAN  S = 1 / 300                                                      GL + 20000 PLAN  S = 1/ 300

- DIAGRAM -  新しい家族像からできる住宅

SECTION S = 1 / 150

 日本の人口減少に伴い、一人暮らしの世帯が増えています。今の家族は、血のつながりがあるという関係でありながら、暮らしているところは別々です。その反面、これからは医療の発達から、平均寿命はどんどん延び、1世帯が長くその土地にとどまることになると考えています。ネットワークの普及で、
地域に根付くコミュニティが薄れていく時代の中、住むための小さな箱の中で一つの家族の生活が始まり、家族の移動や終わりとともに、時間をかけて形成された地域コミュニティが終わってしまうのは、あまりにもったいないことです。
 1つの世帯の人数が少なくなって、改めて人が集まって住むことでできるコミュニティや、地域との関係性に、意味のある時代になりました。これからは、地域のなかで、血のつながりという枠にとらわれずに、少人数のグループの集まりが他人を巻き込んで団体化され、それらがおなじ家に時間をかけて住
むことが、21世紀における新しい家族像になってくると考えています。同じ敷地に住み続け、時間をかけて関係性を築き、人が増えたり減ったり、部屋が入れ替わることで関係性が変わったりする、それらは都市を巻き込み、一つの団体にとどまることなく大きくなっていく。まるで大きな敷地で繰り返し増
設していく家に住む、大家族の家ような住宅を提案します。
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1つの家族の家があります。 時間がたつと、子供ができたり、地域と
のコミュニティができます。

COMUNITY COMUNITYNEW FAMIRY

いくつかの家族が、時間をかけて町に住みます。そこで出会った人が
新しく増えたりしながら、時間をかけてその関係をおおきくしていき
ます。同じ時代を同じ家で過ごす、新しい家族ができあがります。

人口が減少し、1世帯の人数が減少す
る傾向にある現在のスケールまで、1
件のボリュームを分解します。する
とそこには、家と家のあいだや、町
に対して余白ができます。

敷地に対して、新たな出会いや繋がり
を作り出す余白を作りながら、互いの
家の関係をつくっていきます。

GLを地域に対する余白とし、そこでは新
たな出会いやつながりができ、時間をか
けるごとに地域に対して、世代を超えて
家族のような関係を作り出します。屋上
のスラブはプライベートの庭となり、住
む人同士の関係性を作ります。

現在の住宅は、1家族に対して、１つの
家が立ち並んでいます。これからは、地
域に根付き、世代を超えて地域とのつな
がりの中に住むことで作られる関係が、
家族となっていきます。そのための家を
提案します。


